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地球温暖化を克服する

食、 生態系・土地利用研究会

テ ー マ 本研究は、「第 1 ステ ー ジの 「北太平洋海洋生態系研究会」（略

称）」の後継として、2022 年 7 月 （コロナウィルス感染症の

蔓延で遅れ）に公表した最終提言を受け、「地球温暖化を克

服する食、生態系と土地利用の研究会」として 2022 年 4 月

(2022 年 6 月からスタ ー ト）から新規に発足した。

本研究 （第 2 ステ ー ジ）では、第 1 ステ ー ジの最終提言を踏

まえて、 食；食糧のロス ・ 廃棄の削減、 代替食品の開発と

農業と漁業 ・ 水産業と森林 ・ 林業の改善による貢献が可能

かを包括的、横断的に検討することを目的として発足した。

生態系と土地利用；土地の荒廃、 埋め立てや土壌の汚染と

凍土の融解、 湿地帯消減などと陸域から河川を通じて海域

に流入する化学物質などの海洋汚染物質抑制対策、 海洋生

態系や魚類 ・ 海産哺乳類の二酸化炭素の吸収力と酸素生産

力を検討することを目的とした。

これらの総合的な対策と提言をもって、「食、土地と生態系 」

の側面かつ正面からサポ ー トする。本研究のテ ー マは「食糧、

生物多様性•生態系、 気候変動ならびに土地利用 」であり、

これらは国内対応だけでなく、国際的な視点を持って解決

すべき外交問題であり、 食糧の安全保障の問題でもあり、

当財団で研究することが時宜を得て、かつ、 極めて適切で

ある。 また、 当財団の活動PRとしても効果的と思料した。

2022 年度研究会は、2023 年 6 月と 7 月の米 NBS の出張報告

を含めて検討し2023 年 10 月第 1 次中間論点 （提言）をとり

と


















